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第19回柳波賞
本市の名誉市民である、童謡作詞家の林柳波を顕彰するた

め、童謡詩を募集します。応募作品は、童謡詩(形式、テー

マは自由)。１人１編とし、未発表のオリジナル作品に限り

ます。

問い合わせ　社会教育課社会教育係1内線３３３４

第14回おのちゅうこう
ふるさと文学賞

ふるさとの自然や歴史について、学校や地域の行

事などに参加して感じたこと、家族や友達と体験し

たことなどを詩や作文にして、応募してください。

問い合わせ　白沢公民館1○53２２９１

林　柳波

おのちゅうこう

応募作品 詩・作文

※作品は各部門１人１作品までです。原稿用紙５枚以内とし、自作で未発表

のものに限ります

応募部門
◇小学生／詩・作文の部

◇中学生／詩・作文の部

申し込み ９月８日(金)までに、〒378-0121沼田市白沢町高平１番地白沢公

民館内しらさわ望郷クラブ事務局へ

応募作品の取り扱い
①応募作品は返却し

ません

②応募の際に提供さ

れる個人情報は、

ふるさと文学賞に

関して使用するほ

か、市や主管団体

の発行物などに発

表されることがあ

ります

自作で未発表の　
オリジナル作品を
ご応募ください

春の叙勲 危険業務従事者叙勲

瑞宝双光章
【スポーツ振興功労・教育功労】
元群馬県水泳連盟副会長
元公立高等学校教諭

山田稔さん(東倉内町)

昭和36年に池田中学校に赴任し、平成11年に利根商
業高校を退職されるまで教育活動に尽力。昭和45年に
群馬県水泳連盟の理事、平成14年から理事長、その後
副会長に選出され、スポーツ振興にも尽力されました。
｢昭和58年のあかぎ国体に向け、学校と水泳クラブ、
連盟が一体となり強化に取り組めたことを思い出しま
す。水泳仲間や職場の上司、同僚に感謝しています｣

瑞宝双光章
【警察功労】

元警視正

落合謙治さん(白岩町)

昭和39年に群馬県警に奉職。昭和40年に沼田署に配
属され、交番勤務を経て刑事となり、暴力団抗争や土
地不正取引事件に携わるなど、退職されるまでの長き
にわたり警察業務に尽力されました。
｢42年間の警察人生では、多くの事件に関わり、苦
しいときもあったが、やりがいもありました。職場の
上司や同僚、影で支えてくれた妻に感謝しています｣

危険業務従事者叙勲 高齢者叙勲

瑞宝単光章
【防衛功労】

元３等陸尉

根岸茂夫さん(恩田町)

昭和48年に陸上自衛隊員として相馬原駐屯地に入
隊。その後、教育部隊や戦車部隊などに所属され、主
に人事関係を担当し、平成20年に退職されるまでの36
年間、防衛業務に尽力されました。
｢災害派遣に７回出動し、特に、昭和60年の日航機
墜落事故現場で見た光景は忘れられません。職場の上
司や同僚、家庭を支えてくれた妻に感謝しています｣

旭日単光章
元沼田市議会副議長
元利根沼田農業協同組合代表
理事組合長

大嶋正さん(岡谷町)

昭和50年に沼田市議に就任し、昭和60年からは市議
会副議長を務められ、地方自治の発展に尽力。平成８
年には、利根沼田農業協同組合代表理事組合長に就任
され、地域農業の発展にも尽力されました。
｢地元の玉原ダムや関越道、岡谷大橋の建設に携わ

れたことが印象深いです。多くの皆さんの支えがあり、
ここまでこられました。感謝とお礼を申し上げます｣

紺綬褒章

県総合表彰

沼田市のために、多額の私
財を寄付された功績が認めら
れ受章されました。
市では、福祉振興事業基金
として、ひとり親世帯やひと
り暮らし高齢者の支援などに活用させていただきます。

土地利用 保坂充勇さん／県不動産鑑定士協会会長
スポーツ ■井伸吉さん／元県野球連盟会長
福祉 齋藤はつえさん／養護老人ホーム愛宕老人ホ
ーム係長兼支援員

本山辰雄さん(茨城県石岡市)
議長に星野稔さん
副議長に坂庭直治さんが就任

市議会臨時会が５月９日(火)に開催されました。
この議会の冒頭で行われた議長、副議長選挙で、第

33代議長に星野稔さん(桜町)が、副議長に坂庭直治さ
ん(利根町多那)がそれぞれ当選され、就任しました。

星野稔議長 坂庭直治副議長

栄えある受章おめでとうございます

春の叙勲・危険業務従事者叙勲・高齢者叙勲・紺綬褒章・県総合表彰
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